
紹
　
介
R
・
ペ
ル
ヌ
ー
署

橋
口
倫
介
訳

　
『
テ
ン
。
フ
ル
轟
騎
士
m
団
』

　
本
書
の
衰
題
で
あ
る
テ
ソ
プ
ル
騎
士
団
に
つ
い

て
は
、
邦
語
文
献
に
乏
し
く
、
以
前
は
訳
者
橋
口

倫
介
氏
に
工
著
を
見
る
の
み
で
あ
っ
た
。
最
近
相

次
い
で
二
冊
の
新
刊
が
出
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
一
般
読
者
に
も
接
し
易
い
新
書
版
で
あ
る
こ
と

は
、
従
来
こ
の
分
野
に
興
味
を
持
た
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
我
国
に
あ
っ
て
は
、
非
常
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
一
冊
は
昨
年
末
に
出
た
篠
田
雄

次
郎
著
『
聖
堂
騎
士
団
』
　
（
中
公
新
書
）
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
霜
（
『
史
林
』
六
〇
巻

三
号
）
で
も
紹
介
し
た
如
く
、
必
ず
し
も
問
題
が

な
い
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
に
踵
を
接
す
る
形
で
本

書
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
甚
だ
時
宜
を
得
た
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
章
別
構
成
は
、
第
一
章
　
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
の

起
原
、
第
二
章
組
織
と
日
常
生
活
、
第
三
章

建
築
、
第
四
章
　
そ
の
偉
功
、
第
五
章
　
行
政
家

と
銀
行
家
、
第
六
章
　
テ
ン
プ
ル
騎
士
団
蔀
件

－
逮
捕
と
訴
訟
一
、
第
七
章
　
後
世
の
論
難

書
窓
、
か
ら
な
っ
て
お
り
、
こ
の
構
成
自
身
は
本

主
題
に
関
す
る
研
究
書
の
一
般
的
傾
向
に
沿
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
建
築
に
関
し
て
一
章

を
設
け
て
い
る
の
は
他
の
邦
語
文
献
に
見
ら
れ
ぬ

特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
章
の
中
で
は
、
ジ

ゾ
ー
ル
城
に
関
し
て
、
　
7
全
く
歴
史
的
根
拠
の
な

い
非
常
識
な
作
り
話
が
生
ま
れ
て
い
た
」
　
（
四
七

頁
）
と
簡
単
に
片
付
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
篠
田

氏
上
掲
書
と
比
べ
る
時
、
興
味
深
い
。

　
著
者
に
つ
い
て
の
紹
介
は
「
訳
者
ま
え
が
き
」

に
譲
る
が
、
そ
こ
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
、

国
立
文
書
館
の
古
文
書
学
者
と
し
て
、
諸
史
料
を

駆
使
し
た
そ
の
実
証
的
厳
正
さ
は
高
く
評
価
し
得

る
。
史
料
に
直
接
語
ら
せ
る
形
で
論
述
を
進
め
て

行
く
や
り
方
は
読
者
に
安
心
感
を
与
え
、
し
か
も

騎
士
の
日
常
生
活
や
軍
事
行
動
の
描
写
等
に
は
生

彩
が
あ
り
、
臨
場
感
を
伴
う
。
一
方
で
、
叙
述
が

興
味
本
位
に
流
れ
る
こ
と
に
は
厳
し
く
注
意
が
払

わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
小
冊
子
で
読
み
物
と
し

て
の
面
白
さ
と
調
和
さ
せ
る
一
つ
の
好
例
と
言
え

よ
う
。
従
来
の
神
話
や
伝
説
に
対
す
る
態
度
も
上

映
で
あ
る
。

　
訳
者
橋
口
氏
に
は
騎
士
団
や
そ
れ
と
関
係
の
深

い
十
字
軍
に
関
す
る
多
く
の
著
書
・
訳
書
が
あ
り
、

現
在
得
る
こ
と
が
で
き
る
最
適
任
の
翻
訳
者
で
あ

る
こ
と
は
雷
う
ま
で
も
な
い
。
訳
文
は
よ
く
こ
な

れ
て
い
て
読
み
易
く
、
訳
注
も
行
き
届
い
て
い
る
。

た
だ
、
第
四
章
の
注
8
で
、
ペ
ラ
ギ
ゥ
ス
枢
機
卿

を
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
総
大
司
教
と
し
て
い

る
が
、
彼
は
同
地
で
教
皇
特
使
と
し
て
働
い
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
総
大
司
教
に
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
御

本
人
に
確
認
し
た
所
、
再
版
の
機
会
に
訂
正
さ
れ

る
そ
う
で
あ
る
）
。
固
有
名
詞
の
表
記
や
訳
語
等

も
概
ね
妥
当
で
あ
り
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
限
っ
て
も
、

グ
ル
ッ
セ
『
十
字
軍
』
、
モ
リ
ソ
ソ
『
十
字
軍
の

研
究
』
と
経
る
に
従
い
、
ほ
ぼ
確
立
し
た
よ
う
で

あ
る
。
今
後
、
本
書
の
用
語
法
は
、
騎
士
団
や
十

字
軍
の
研
究
に
際
し
て
一
つ
の
手
本
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
（
新
書
判
　
一
七
｝
頁
　
㎜
九
七
七
年
三
月

　
　
　
　
　
白
水
社
　
五
五
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
八
塚
春
児
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

金
子
晴
勇
著

　
『
宗
教
改
革
の
精
神
』

　
　
　
i
ル
タ
ー
と
エ
ラ
ス
ム
ス
と
の
対
決
－

　
本
書
は
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ
ー
と
の
自
由
意
志

を
め
ぐ
る
論
争
を
扱
っ
た
、
我
が
国
で
最
初
の
文

献
で
あ
る
。
宗
教
改
革
は
「
エ
ラ
ス
ム
ス
が
卵
を

164 （788）


